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論文内容の要旨
本論文は，中世ドイツの代表的叙事詩人のひとりハルトマン (Hartmann von Aue) の晩年の作『イ
ーヴァイン.JJ (Iwein) を対象として， その文体を，おもに同じ詩人の初期の大作『エーレク.JJ (Erec) , 
必要に応じてその他の作品の文体と比較検討し，さらには『イーヴァイン』の手本と目されるクレチ





























































































ルトマンの文体一般の研究としては，すでに前世紀末葉に出たシュムール (Carl Schmuh l), シェー
ンノ〈ハ (Anton E. Schönbach)らの著書，今世紀にはいってはツヴィエルツィーナ(Konrad Zwierzina), 
ヴァイゼ (Wilhelm Weise) , エーリスマン (Gustav Ehrismann) , シュパルナーイ (Hendricus 
Sparnaay) らの研究があり，ほかに文体の各分野を扱ったものも多い。またハルトマンの文体と他
作家の文体との比較研究としては，先行ドイツ詩人との関係ではレッテケン (Herbert Roetteken) , 
後継模倣者への関連ではイエスケ (Georg Jeske)，さらにフランスの先駆者クレチアンとの関係では


























rェーレク』の手本のひとつと考えられるクレチアンの rェレックとエニード.JI(Erec et Enide) に
ついての言及が乏しいことが問題点として指摘されよう。
しかしながら，先に述べた本論文の功績は，これらの弱点を補うに足るものであり，かつ本論文に
示された論者の力量をもってすれば，第一の弱点は若干の論述の工夫により，第二の弱点、は今後の研
究により，いずれも容易に補正ないし補完されるであろう。
以上により，本論文を文学博士の学位請求論文として十分な価値を有するものと判定する。
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